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序「法化社会における紛争処理と民事司法」について

本普は，特定領域研究「法化社会における紛争処理と民事司法」の一部と

して行われた紛争行動調査の結果について，その基本集計データを報告する

ものである。

特定領域研究「法化社会における紛争処理と民羽司法」は，現代ロ本社会

において国民の生活に関わるいかなる法律問題がどのくらい発生しているの

か，また，その法律問題を処理するために，国民はいかなる問題解決行動を

取っているのかを，IHI題経験を出発点として，相手方への講求，さまざまな

机談行動，さらには裁判所への提訴に至るまで，問題処理過程のすべてを対

象として，全Ｍ調査により明らかにしようとする。その主な調在対象は問題

経験の有無と問題処HI1行動であるが，同時に，国民の社会的価値意識や司法

への信頼などを含め，法意識に１１Uわる｡「柄も調査の対象としている。調査研

究の対象を略図で不したものが図１である。

問題経験から訴訟に至る民４F紛争過程において，最終的に訴訟に至る問題

の数は，経験された問題のなかのほんの僅かにすぎない。したがって，紛争

過保を１つのサーペイ調査でカバーしようとすれば，膨大な数のサンプルが

必要とされる。このため，この研究プロジェクトでは，民１｢紛争過程を分割

し，ⅡⅡ題経験から紛争の発生までの段階に焦点を合わせる「紛争行動調査｣，

問題処｣Huのための相談行動の段階に蝶点を合わせる「法使用行動調在｣，お

よび，訴訟提起後の訴訟遂行行動の段階に焦点を合わせる「訴訟行動調盃」

の３つの全国調査を実施することにより，瓜4F紛争過程の全体を把握するこ
】）

ととしﾉﾆ。

これらの全国調査を分担している研究者は以1どのとおりである（難はグルー

プ代我者，＊は研究協ﾉj者を示す画ﾘﾘililiは．２００６fI210jj現在)。

紛争行動調盃（Ａ班）

現代Ｈ本人の法意識（AO1）



Ｚ）下「法化社会における紛争処EI1とＩＩＬ111両]法」について

図－１「法化社会における粉兼処理とhLjI｢､Ｉ法」の研究対象
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第三章行動調査結果

第１節問題の経験

本節では，問題を経験した者2.343人からの回答を検討し，問題の実数・

実態あるいは特色についての概要を提示して，日常生活で人々がどのような

問題を経験しているかについて明らかにする。

本調査では，問1で「過去５４１２（平成12年３Ⅱ以降）の１Ｍに，あなたご自身

が，誰かとの間で，何か問題を経験したことがありますか。ここにあげる問

題それぞれについて，あてはまるものをいくつでも選んでください」との質

問に対し，何らかのIlIj題を経験したと回答した者は，総数で２３４３人であっ

た。経験された問題総数は4,144件，回答者１人当たり０３件，問題経験
１）

者1人』!iたり１．８件であった。

（１）問題類型とlMI題経験

問題を経験したとIiJl答した苫の内訳は次のようになっている。

⑪「商品やサービスの内容，砧質，代金について」は701件，②「土地

や住宅の新築・改築・売買について」は１９１件、③「アパート・マンショ

ンや土地，家屋の貸しIHfりについて」は198件，④）「)H1川について」は４２８

件，⑤「家族・親族について」は３００件，⑥交汕Zl｢故や医療事故など

ITI「件や1｢故のI11f者になった」は９４９件，⑦「隣近所との関係で」は７３９

１''二，⑧「お金の貸し借りについて」は２９２件い⑨「氏llljの保険の契約，解

約，支払について」は１７３１''二，⑪’「税金や公的な年金・保険などについて」

1）本`凋在では，各'111題靴型（l1nilM・サービス｣．「ﾙﾊﾞⅡj｣．「近隣llll係」群々）の~r位

分噸であるIMI題の様々な駈越（例えば「食,Ｍ｣，「恨黙,１１１｣、塀々）のそれぞれについ

て，ＩＭＩ題維験の[iTI数はくJ1ねていない。それゆえ，経験された'１１１題総数は，経験された

１Ｍ題の梛斌の総数である。



７０姉:ＭｉｔｉｒｍＭＩ従桔ＩＩＬ

はl34fl:，⑪これまであげたもの以外の'11}題は３９件となっている。

［1］IIU1Wiやサービスの内容などにlH1する１１Ⅱ題

｜M］（あ）「１１V品やサービスの内容，，Ｍｒ，代金について，何か119題を経験

されたことかありますか（訪１１船勧誘llH光，jlnIillH光，インターネット｣二で

の光１１を念みます)」との衝lIllに対しての１ml鱒は以下のようになっている。

その内`J(は，（、「食１Ｍ」１１０人，②「[偲蛎品」］５人，③「化粧品・エ

ステ」６０人，④「家庭ｌ１ｈ１舟家具・家地・ＯＡ機器」１２３人，⑤「バイク・

自転!|i」３７人，⑥「クリーニング」４６人，⑦「旅行llU係」３５人，⑧

｢学校・塾・家庭教師」５`1人，⑨「株式・価椛・その他の金融商品」２６人，

⑪；「luiWi・インターネット|卿係」127人，⑪「介Ｉ猶サービス」９人，⑫’

｢新llHの勧臓」１０人，⑯’「その他」４９人，となっている。

lIIj題経験者数の節１位は近話・インターネットllli係，第２位は家庭１１柵・

家具・家Iu・ＯＡ機器，第３位は食肋のlUiである。

［2］不llilI砿の新築・改築・売買などに1MするlIU題

lIlj（い）「土地やⅡ;宅の新築・改築・充1Jについて，何か問題を経験され

たことがあI〕ますか」との質問に対してのlIjl鱒は以下のようになっている。

そのIAllｿ(は，①「土地の売側」３２人，②「１１【宅（戸述・マンション）

の光賀」２９人，③「Ⅱ:宅（戸述・マンション）の新築」３９人，④「住宅

(戸述・マンション）の改築・一部illi修・リフォーム」８６人，⑤「その他」

５人であり，ドIIi修などをめぐるｌＩＵ題がl]立っている。

［3］不mI雌のlrfilIfをめぐるｌＩＵｌｌＵ

ｌｌＩ（う）「アパート・マンションや二11地，家A1の11『しllｻﾞりについて，何か

11Ⅱ題を総験されたことがありますか」に対する'''1審は以下のようになってい

る。

その内択は，①「箇料llU係」２７人，②「血ち退き・立ち退き料」２１人，

③「破企・保iliIH金」６７人，④「礼金・史Wr料」１０人，⑤「修譜」６０人，

⑥「その他」］３人であった。岐金，修辮をめぐるllU題がほぼ同じ数値で問

いWII合を`liめている。

［4］jliH1をめぐる'111題

１１Ⅱ（え）「lllI川について，何かIHI麺を絲験されたことがありますか」に対



節１jliilIlllHIの総醗７１

図３－１－２１１１MAやサービスなどに

その他３％’１MするIHI皿
図３－１－１１川題の内訳

（緯数4.144件）

企
殴
庇
帖
７
％

借

％

図3-1-4アパート・マンションや土地，

顎k(の衝し(ルリ

図3-1-3土地や住宅の新築・改築・光１Ｋ

礼金
５％

図3-1-6家族・親族図3-1-5脈川Ｉ



７２節３iit行動湖盃結ＩＩＬ

しての[''1答は以下のようになっている。

その内訳は，①「賃金不払い（一部不払いも含む)」８９人，②「不当解厨」

36人，③「不当な配蔽転換・人1F異iMl」３６人，④「不当な超過勤務や体

ロ出勤」１１２人，⑤「退職金不払い（一部不払いも含む)」１６人，⑥「セク

ハラ」２８人，⑦「いじめ」６２人，⑧「その他」４９人，である。不当な超過

勤務や休日出勤と賃金不払いが商い割合を,'iめている。

［5］家族・親族をめぐる問題

間（お）「家族・親族について，何か'111題を経験されたことがありますか」

に対しての１，１答は以下のようになっている。

内訳は，①「離婚関係（財潅をどう分けるか，慰謝料又払いの〈j無，ｆどもの親

臘mld春，養f7flfなど)」８２人，②’｜相続関係（灘力(相続するか，遺産分割の仕

方，蕊淳を推が;Iき継ぐかなど)」１１０人，（３１「介護UU係（識か介迩するか．澁用を

誰か負側するか，など)」９９人，④「その他」２５人であった。

［6］１F件や事故の経験

問（か）「ここにあげるような11Ｆ{'|:や４１「故の当IIr者になったことがありま

すか」とのIHIに対しては，以下のような回答があった。

その内択は，①「交jlnZlr故（人身被諜あり)」３９１人，②「交通事故（人身

被Ｗなし)」３４６人，③「医療事故」２２人，④「労働災害（j､勤災iIf，過労な

どを含みます)」２０人，⑤「学校での暴力．いじめなどのｙｒｆｌ:や怪我などの

事故」３６人，Ⅲ⑥「いやがらせや名誉きそんなど，精神的被害の生じた事''１:」

５７人，⑰Ｔ①～⑥以外の，死亡や障害の生じたz1$件や\「故」９人，⑧「①

～⑥以外の，物に棋客が生じた1V件やﾘﾄﾞ枚」６８人，となっている。なお，

人身了ＩＦ故および物捌１F故を含めて父jm1F故をめぐる|Ⅲ題が突出して多い。

［7］近隣関係の問題

間〔き）「隣近所との１１０係で，（１１かlIIj組を経験されたことがありますか」

に対する１，１答は以下のようになっている。

その内訳は，①「隣人との土地の境界線」１１４人，②「騒音・悪臭・振

動」２２８人，③「ペット」１８０人，④「マンションやアパートでの水鵡れ」

３９人，⑤「ロ11((・jm風のさまたげや蛾iiill妨害など」３４人，⑥「その他」

144人，となっており，騒音などとペットがIHI題の大部分を占めている。



第１ｍｉｌⅢｕの経験刀

図3-1-8近隣ＩｌＵ係図3-1-7リド件やﾘﾄﾞ故

その他の人的被１W１％

没:1Ａその他の財産lmiB

日
照
・
通
風
陣
Ｗ
な
ど
５
％

図3-1-9お金の街しIlfD 図3-1-10民１Ｍの保険の契約．解約，

支払い

■■1

卿

図3-1-11税金や公的な年金・保険 図3-1-12その他

その他の問題を総駁した者１％



７４第３京行動湖盃結果

［8］金銭問題

間（く）「お金の貸し借りについて，何か問題を経験されたことがありま

すか」への回答は以下のようになっている。

その内訳は，①「知人・親戚との'１１１で」２１２人。②「銀行と」２１人，③

「カード・クレジット会社と」２４人，④「消費者金融（サラ金)」２９人，

⑤「その他」６人，となっている。親族や友人たちとの間に問題があると

答えた者が圧倒的に多く，社会で問題となっている消費者金融との間の問題

の占める割合は極めて低い。

［9］保険などをめぐる問題

間（け）「民IHIの保険の契約，解約，文払いについて，何か問題を経験さ

れたことがありますか」との問に対して以ト゛のような回答があった。

その内訳は，①「生命保険（年金保険も含みます)」102人，②「傷害保険

(けかをしたり，その結采死亡したＩ)したときに支払われる保険)」７人，③「疾病保

険（治療や人院のYH)Ⅱのための保険)」１７人，④「批背保険（火災保険、自助''１保

険，団地保険など，ｎ分か孤秤を受けたり，他の人に111評を発生させたときに支払われる

保険)」４０人，⑤Ⅱ「その他」７人，となっている。生命保険をめぐる問題が

群を抜いており，次は損害保険が続いている。

［10］行政との問題

間（こ）「税金や公的な年金・保険などについて，何か'1Ⅱ題を経験された

ことがありますか」との問に対しては次のような回答があった。

その内訳は，①「税金」４８人，②「年金（恩給を含む)」４８人，③「公

的保険（IIL眼保険，介護保険，失業保険，労災保険)」２３人，④「その他の社会

福祉給付（児iFff当，ノヒ活保喪なども命みます)」１５人，⑤「その他」０人，と

なっており，税金と年金などをめぐる'１M題がIIiめる割合がi断い゜

［11」その他の問題

間（さ）「これまでに紫げたもの以外の問題を何か経験されましたか」の

i19に対しては，３９人が経験したと応えており，全体の中では１％と極めて

少ない値である。

（南方暁）



鞆１節１１Ｉ題の耗験方

（２）問題経験者のプロフィール

問題経験のあった者の，性，年齢，学歴，職業，法律の知識，法律に関す

る経験，法律の愉報源，法律家や我判所の利用。居住年数は次のようになっ

ている。

ｕ］男女の割合

男女の割合は，男性49.4％（1.157人)，女性５０６％（Ｌ186人)，女性が
２）

1.2％多し､。

［2］年齢分布

年齢の分布は，７０歳以上は１．７％，６０歳から６９歳までは２１．１％，５０歳

から５９歳までは２６．０％，４０歳から４９歳までは２２．２％，３０歳から３９歳

までは１８．７％，２０歳から２９歳までは10.4％と２０歳代が他の年代と比較

すると少ない。

［、学歴

学歴では，‘１１学校卒が９．９％，高等学校卒が44.2％，短大・高等専門学

校卒が11.0％，高卒後の専''１学校卒が９．２％，大学卒が２４０％，人学院

卒がＬ１％である。なお，小学校卒0.0％（1人)，中学校卒後の専門学校卒

０３％（6人)，その他０．１％（2人)，分からないが0.1％（2人）となってい

るが，小さな数なのでグラフには紋せなかった（無回答１８人を除く2.325人中

の数値である)。

図3-1-13jlj女の割合図3-1-14年齢の分布

20歳

〈

2）以卜．，特にUl犯しない限り，総数2.343人'１１の数値である。



7６鋪３Fit行動調在結果

図3-1-15学歴

(小学校卒など故Bi－桁未満のものは除いた）

図3-1-16職叫の規楓

魔１０％

９人
渦

二
，
９
４

99人
短大・商11111％

図3-1-17法il1を学んだことがある図3-1-18法iltにiIo〔接llU係する部''01で

働いたことがある

ある２％

ある２１％

ない７９％
ない９８％

図3-1-191上り｢で法律に関わったことが図3-1-20Ⅱ;ﾘﾘ以外で法iltにIlIlわったこと



鋪１節ＩＭＩ題の経験７７

［4］職場の規模

職場のAIU摸は，以「のように分かれた。１人が７．１％、１人から４人が１５．

２％，５人から９人が８．９％，１０人から２９人が１２．３％，３０人から９９人が

13.6％，１００人から２９９人が10.0％，３００人から４９９人が４．４％，５００人

から９９９人が３．５％，1.000人以上が13.9％，'1！;公庁が8.0％，分からな

いが３．１％である（擁回答などを除く1.694人'|'の敵1M(である)。

［5］法11tの知識

法i}［にlIllしてどの穏度の知識をもっているかについては，法律をこれまで

に学んだことがあるとする者は２０．９％，学んだことはないとする者は７９．１

％であった。

［6］法『１１に|１０する経験

これまで法il1に接する機会がどの概皮あったかについては，第１に，会Ｉ|：

の法務邪などiIfi接に法１１tとULlわる部ljWで働いたことがある者は2.0％にと

どまった。鰯２に，法務部などではないが，（l:１Fで法111にllUわったことがあ

るとする:荷は７．５％，ＵUわったことがないとする者が92.5％であった。Ⅱ：

1F上で法111にIHIわったことがないとする将は８９．０％，仕rIr以外で法11tにllLl

わった経験があるとする者は１１．０％であった。

［7］法『'1家や法↑'1に関する愉報とのIHI係

法111家や法１１tに11Llわる愉報を提供する可能性のある者との関係がどのよう

になっているかは以下のようになっている｡

第１に，ブFiMIk上・蛾lltll官・検察官・公iiIli人・法学教授など，法↑'1にllUする

↑ｉｆ報iMiとなる者とのlIU係の度合いは，イ１１`淡できる人がいるとする者18.9％、

紹介してもらうあてがあるとする者15.4％，どちらもいないか分からない

とする背６５．７％であった（無回符を除く2.8131人!''の致価である)。第２に．司

法i1l士・悦醗苣上・行政i1r士については，$Ili淡できる人がいるとする者25.8

％，紹介してもらうあてがあるとする者13.3％，どちらもいないか分から

ないとするff6q9％であった（鯖IiIl杵を除く２．:MIO人''1の数Miである)。第３に，

保険会ｉＩ:のⅡ:11の場合は，相談できる人がいるとする者39.6％，紹介して

もらうあてがあるとする者１０．８％，どちらもいないか分からないとする符

49.6％であった（lllFlul鱒を除く2.329人１１１の数lIliである)。第４に，栽判所の職11.



7８第３東行動鯛在結果

図3-1-21弁護士・裁判官などとのUlj係図3-1-22司法香士や税理士などとのl川係

0つつ

つ

図3-1-23際険会社の社員との側係 図3-1-24毅判所の職瓜などとの１１０係

相談できる人がいる３％
もらう
ろ４％

ｕら

％う

図3-1-25警察官との1m係 図3-1-26民生委貝との1M係

ｂワ

ろ
ｂつ

る



第１節ｌｌｌｊ題の経験７９

図3-1-28官公庁の職員との関係図3-1-27教員との関係

｡￣~~~－－－~~~
〆

／
／

／

／

どちらもなし

！６２９６

入

てもらう
あるもらう

ろ

～～－－－－－－

調停委貝については，相談できる人がいる者３．１％，紹介してもらうあて

がある者4.0％，どちらもいないか分からない者９２．９％となっており（無

回溶を除く2.326人中の数値である)，裁判所の職員や調停委貝との'１０係が極めて

薄い状況を示している。第５に，警察官については，相談できる人がいる者

19.8％，紹介してもらうあてがある者10.7％，どちらもいないか分からな

いとする者69.5％であった（無回答を除く2.329人中の数値である)。第６に，

民生委貝との関わりについては，相談できる人がいる者19.7％，紹介して

もらうあてがある者１０．８％，どちらもいないか分からないとする者６９．５

％である（無回答を除く2.327人中の数lhである)。第７に，小学校，中学校，高

等学校の教員については，相談できる人がいるとする者30.9％，紹介して

もらうあてがあるとする者８６％，どちらもいないか分からないとする者

60.5％となっている（jli（'２１杵を除く2.329人中の数値である)。最後に，国やIfI治

体などの職員との関わりでは，相談できる人がいるとする者28.2％，紹介

してもらうあてがあるとする者１０．３％，どちらもいないか分からないとす

る者６１．４％であった（雌[⑪1審を除く2,330人中の数価である)。

［8］弁護士・裁判所の手続の利川

第１に，弁護士を利)Ｕした者は１２．７％，しなかった者は８７．３％，第２

に，調停を経験した者は５．５％，しなかった者は９４．５％，第３に，訴訟を

経験した者は５４人で２．３％，しなかった者は９７．７％，第４に，その他の

裁判所での手続を経験した者は２１人で０９％，しなかった者は９９．１％，

第５に，こうした経験がないとする音は８２．３％，総験した者は１７．７％と



8０節３軍行mlIOlNIjof結果

図3-1-29弁撞｣:の利1M経験 図3-1-30調停の耗験

あ
り
駒

あ
り
班
％

なし８７％ なし９５％

図3-1-31JiiMlの経験 図3-1-32ｌｂ61体・排訟以外の蛾判所手続き

のFllll

あり】９６

なし９９％

図3-1-33弁護士利jIIや鰹判などの経験

あり１８％

なし８２９６



第２節雌もDK大なlIlIlHj81

図3-1-3411)llilUlIIllなっている。

［9］居Ⅱ:年数

１１１１題を経験した人々が現在の住居にどの

くらい住んでいたかについては，１OHM：

満は３１．９％，１０年以上は２ｑ５％，２０Kl：

以上は2ｑ6％，３０年以上は14.0%，`lO

Hli以｣二は6.5％,５０年以上は4.4％，（)0

年以上は2.1％となっており，３０年未満

が多数を占めている（帰ImI審将を除く２，３;19人

のSIOの數価である)。

4０

第Ｚ節蛾も菰大な問題

（１）全体の概要

ｉＩＵ１で，過去５fＩｉＩｌｌＩ（’12成12年３jl以降）に１１１らかのIHI題を総験したとInI答

した者2,343人に対して，ｉＩｌｌ２では，雌も孤大なllll題として経験した問題が

どのIMI題であったかをふれた。その緒』'し，脈１，答が99人（４．２％）いたが，

残りの2,244人(1)１Ｍ1％）から回答が11｝られた。

経験したｌｌｌ題の|｣IIJ(をIHI題のガ[型別にみると，「U｢件・リド故」をjIkも亟大

な1111題として挙げた者が679人（29.0％）と雌も高く，次いで，「近隣lIll係」

を準げた者が`105人（17.3％)，「商品・サービスなど」を本げた新が322人

(13.7％)，「ＩⅡ(Ⅲ」を準げた者が232人（9.9％)，「家族・親族」を挙げた者

が162人（6.9％)，「金銭の貸借」を挙げた者が155人（6.6％)，「不動産

允側住宅の新築・改築」を挙げた春が９０人（3.8％)，「不lIMIj雁の画賛」

を』ｉｓげた者が62人（2.6％)，「氏llllの'111険」を率げた者か５８人（2.5％)，

｢税金や公的年金・保険など」を挙げた者が55人（2.3％)，「そのIIL」を挙

げた者が24人（Ｌ0％）と続いた。

ｌＩｌ１で経験したと１，１答されたIMI題の総数は`1,144件だったので，雌もbit

大な11M題２，２`#'''１:のiIIll合はその５`1.2％となる。瞳もrlt大な'HⅡ19として遊ば

れるかどうかは，｜H1題の類型によってyILなっており，「ⅡIF件・wlr故」に関す






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































